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研究成果の概要 

 

 外部刺激応答型ルイス酸創成を目的に、カゴ型ホウ素錯体の反応場周辺にピレン骨格を有する

化学種を合成した。この錯体は光照射時に、Mannich型反応を促進する触媒として作用した。ま

た、グリコシル化反応も促進した。光励起によるエキシマー発生が要因である。 

 多種のカゴ型ホウ錯体におけるグリコシル化の触媒効果について検討を行った。縮合部の構造

と触媒の種類の組み合わせにより反応性の差が見られ、適切な触媒のデザインと選択が重要であ

ることが判明した。有用な配糖体の合成に関する触媒種の知見が蓄積しており、将来の創薬への

貴重なデータが得られつつある。 

 C-Fへの位置炭素導入反応を開発した。Late-stageでの活用が見込まれ、有機合成的に有効な

反応を提供できた。 

 Al と有機色素を結合させた錯体が、ルイス酸かつ photoredox触媒として作用した。ルイス酸と相

互作用する基質を選択的に活性化した。Alの酸化数の変化を伴う反応機構で進行している可能

性がある。 

 ベンゾ縮環ジアミナトボリルスズがラジカルトラップ剤として作用し、ハライドの脱ハロボリル化を効

率よく進行させた。また、末端アルキンに対して、アンチ型のボリルスタンネーションが進行すること

がわかった。従来の遷移金属を用いた付加はシン型であるのに対し、本系はラジカル機構である

ため、異なる立体選択性で反応が進行した。 

 含硫黄多環式芳香族化合物が、光照射下においてルイス酸として作用することを見出した。この

光制御グリコシル化反応により、ラムノリピッドの全合成に成功した。マクロライド系抗生物質の一つ

であるアジスロマイシンの late-stageグリコシル化反応を検討し、アジスロマイシンにグルコースが付

与した誘導体を 2工程で合成できた。 

 カゴ型ホウ素錯体を電解により酸化し、ルイス酸性を強化した化学種を発生できた。この種を用

いたカルボニル付加反応やグリコシル化が効率よく進行することがわかった。現在、主の活性種の

構造解明と反応機構を検討している。 
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